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特集 伊東マンショ没後400年記念事業

▲水かけ祭（８月 12 日）
あいそめ広場で初めて開催さ
れ た「2012 サ マ ー フ ェ ス 」。
その中の催しとして行われ、
子どもたちは水をかけあいな
がら、楽しんでいました。
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今年は天正遣欧少年使節・伊東マンショの没後 400 年
にあたる節目の年。郷土の偉人をもっと知りましょう。
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没後 400 年記念事業
　明治６年、新政府によって派遣された欧米使節団の全権大使「岩倉具視」は、自分たちが日本初の公使
であると考えていました。しかし南欧諸国を訪れた一行は、彼らをさかのぼること 290 年前、海を渡りロ
ーマ法王に謁見した日本人少年たちがいたことを知ったのです。
　彼らは何者であったのか？その正体を探るために多くの学者が西洋諸国に送り込ま
れ、日々研究を重ねました。長いキリシタン弾圧の中で忘れ去られた天正遣欧少年使
節と「伊東満所（マンショ）」の名は、こうして再び人々の知るところとなったのです。
　本年は、天正遣欧少年使節でリーダー的役割を果たした伊東満所が没して 400 年の
節目の年に当たります。これを機に郷土の偉人をいっそう深く知って誇りとし、市民、
特に未来を担う青少年たちが世界へと羽ばたいていくことを願い、本事業を実施して
います。

　彼らは何者であったのか？その正体を探るために多くの学者が西洋諸国に送り込ま
れ、日々研究を重ねました。長いキリシタン弾圧の中で忘れ去られた天正遣欧少年使
節と「伊東満所（マンショ）」の名は、こうして再び人々の知るところとなったのです。
　本年は、天正遣欧少年使節でリーダー的役割を果たした伊東満所が没して 400 年の　本年は、天正遣欧少年使節でリーダー的役割を果たした伊東満所が没して 400 年の
節目の年に当たります。これを機に郷土の偉人をいっそう深く知って誇りとし、市民、
特に未来を担う青少年たちが世界へと羽ばたいていくことを願い、本事業を実施して

伊東マンショ
シンボルキャラクター

10月 27日（土）

記念講演・演奏会
会場：西都市文化ホール　開場：午後１時 30 分　開演：午後２時

【演奏会】　　歌とバージナル演奏　高田重孝夫妻
【西都アンサンブル演奏】
【記念講演】　駐日サンマリノ共和国（イタリア半島）全権大使
　　　　　　講演者：マンリオ・カデロ閣下

11月８日（木）
　　　～11日（日）

「天正遣欧少年使節」小中学生絵画・美術コンクール、写真展「天正遣欧少年使節」小中学生絵画・美術コンクール、写真展
会場：市民会館／まちなかギャラリー夢たまご
西都市教育文化祭と合同実施。
小中学生の作品と、没後 350 年記念の際に制作された写真作品を展示します。

11月 11日（日）

記念式典・演奏会記念式典・演奏会 会場：都於郡城跡（都於郡城址まつりと合同開催）

【式典】　　天正遣欧少年使節ゆかりの地（西海市・大村市・南島原市・雲仙市・波佐見町など）
　　　　　から来賓を招きます。
【演奏会】　宮崎中世音楽合唱団（竹井成美教授）による、都於郡小学校、西海北小学校（合唱）
　　　　　とのコラボレーション。
式典終了後、都於郡城址まつりを開催します。

11月 17日（土）

古地図で都於郡城跡を散策してみよう 会場：都於郡城跡および周辺

江戸時代頃の島津文庫の古地図（寸法：南北 174cm・東西 124cm）を手がかりとして、その
当時の都於郡城に思いをはせながら散策します。

11月 18日（日）
市民創作舞台劇
　　伊東鈍満所（伊東マンショ物語）

会場：西都市民会館　開場：午後１時、開演：午後２時

【内容】　　伊東マンショの一生を、都於郡小・中学校生をはじめ
　　　　　とした市民による創作劇で再現します。
　　　　　・マンショの誕生、「とのくり」での生活、そして豊後
　　　　　　落ち。
　　　　　・異文化との出会い、思わぬ遣欧使節としての旅立ち。
　　　　　・８年半後に帰国し、関白豊臣秀吉に謁見。
　　　　　・恐怖、驚愕の弾圧、徳川時代。
　　　　　・メスキータ神父に看取られ、長崎の地でその人生の
　　　　　　終焉を迎えたマンショ。
【出演】　　都於郡小・中学校、妻高等学校（演劇部、女声合唱団）、
　　　　　コール・西都、劇団「夢」、劇団「つう」ほか
【入場料】　1,000 円（大人／小人　同一料金）　全席自由席

11月６日（火）
　　　～1８日（日）
西都市歴史民俗資料館企画展
　　「伊東満所（マンショ）天正遣欧少年使節の足跡」

天草キリシタン館、天草コレジヨ館、長崎歴史文化博物館、長崎純心
大学博物館のご協力により開催できることになりました。
航海に使用された南蛮船の模型やグーテンベルク印刷機、天正遣欧少
年使節関係者の肖像・古楽器のレプリカなどを展示します。

ー最初にローマを見てきた日本人ー

＜伊東満所（マンショ）没後 400 年記念事業についてのお問い合わせ先＞
　西都市教育委員会　社会教育課文化財係　電話：０９８３－４３－０８４６
　西都市ホームページにて、伊東満所コーナーを設けておりますので、ご利用ください。

ナウ・ド・トラッド
（南蛮船）模型
<資料提供：
　天草キリシタン館＞

伊東満所伊東満所（マンショ）（マンショ）
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交通事故 のない街を目指して
～交通安全協会の取り組み～

県内に交通事故多発警報が発令されるなど、交通事故が多発しています。
その中で、交通事故のない安全な暮らしを目指し、交通安全の啓発活動などに
取り組んでいる「西都地区交通安全協会」を紹介します。
学校などで「交通安全教室」を受けた方はたくさんいるはず・・・
その時のことをもう一度思い出し、もっと「安全運転」してみませんか。

 

主
な
活
動
内
容

 

交
通
安
全
協
会
と
は

交通安全指導員による交通安全教室
（左・中央は上三財保育所、右は児童館での様子）

交通安全指導員の皆さん

9月号・交通安全協会.indd   1 12/08/23   14:41
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や
自
動
車
を

運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
安

全
に
対
す
る
意
識
向
上
に
も
つ
な

が
り
ま
す
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協
会
で
は
、
交
通
安
全
教
室
を

始
め
と
し
た
活
動
を
通
し
、
今
後

も
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
暮
ら

し
を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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【手続きを行える講習】
「優良講習」、「一般講習」および「高齢者講習受講者」は、
協会で手続きが行えます。
※「違反講習」「初回講習」の方は、運転免許センターでの
更新になります。

【受付日時】
●優良・一般講習
　毎週火・金曜日（祝祭日を除く）　
　受付（８：３０～９：００）
　受付後、法定講習があり、
　優良の方は９：３０、
　一般の方は１０：００ごろ
　すべて終了。

●高齢者講習受講者
　毎週月曜日～金曜日（祝祭日を除く）　
　（午前の部）    8：30～11：00
   （午後の部）13：00～16：30
※更新手続きには、高齢者講習終了証明書が必要です。

【その他】
○免許証写真の撮影も行えます。（４枚セット 500円）
○新しい免許証の交付は、後日（約１カ月後）になります。
　※郵送での交付（送料 700円）もできます。

【問い合わせ】　西都地区交通安全協会　４３-０２９４

講習会の様子

●協会の活動資金
　協会が行うさまざまな交通安全啓発広報活動に必要な
経費のほとんどは、みなさんからご協力いただいている
「安全協会費＝2,000 円 ( 次回免許更新までの会費 )」で
支えられています。ご協力いただいた会費は、住居地の
協会の収入に計上。そして、地域に密着した交通安全活
動の貴重な資金となります。
　また、交通安全活動にかかった経費の使い道について
は、協会でご覧になれます。
●協会費の減少
　現在、協会加入率の低下により、安全協会費が減少し、
協会の運営が苦しくなっています。このままの状態が続
くと協会の運営ができなくなり、交通安全活動の他に、
本市での免許更新などさまざまな活動が難しくなります。
　協会活動の必要性をご理解いただき、みなさんの積極
的な加入をお願いします。
●会員のメリット
　協会費を納めていただ
いた会員の方には、さま
ざまなメリットがありま
すので、ぜひご活用くだ
さい。
　主なメリットとして、協賛店での割引サービスやチャ
イルドシート・ベビーシートの無料貸し出し、無料交通
事故相談、優良運転者の表彰など、さまざまな特典を受
けることができます。

交通安全協会の会員証

（財）宮崎県交通安全協会
マスコット　まもりん
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祭西都夏
ま
つ
り

　本
市
の
３
大
ま
つ
り
の
一
つ
、
西
都
夏
ま
つ
り
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
市
民
総
踊
り
が
２
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
９
団
体
（
約
５
０
０
名
）
が
参
加
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
も
の
の
、
思
い
思
い
に
夏
の
夜
の
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　互
親
組
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
台
も
市
内
を
練
り
歩
き
、
多
く
の
人
が
足
を
止
め
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本
舞
踊
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
西
都
の
ま
ち
は
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

エキゾチックなベリーダンス▲射的や輪投げで楽しみました▲

▲夏の夜にぴったりなエイサー ▲互親組も気合いが入ります

▲祭りの華！太鼓台 ▼市民総踊りで心を一つに▼市民総踊りで心を一つに

ト
も
行
わ
れ
、
西
都
の
ま
ち
は
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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三納地域づくり協議会

東米良地域づくり協議会

都於郡地域づくり協議会

穂北づくり協議会

三財地域づくり協議会

各地域づくり協議会の取り組みを紹介各地域づくり協議会の取り組みを紹介

10回目の夏、

　　　　『カヌー教室』

　７月 29 日（日）、澄みきった三

納川に８艇のカヌーが浮かび、今

年の夏初めてのカヌー教室が開催

されました。カヌー１艇に３人の子どもが交代をしながら操作練

習をします。保育園児に小学生の児童が付き添って優しく面倒を

見る姿に、三納の子どもの心温かい人柄を感じることができます。

最初は、思うように操作出来なかった子どもたちも、川の流れを

上手に利用して川面を滑るように動くことが出来るようになりま

した。帰省中の子どもたちも一緒に、三納の自然を満喫しました。

みんなで参加の活動

　　　　　　　「山ん盆祭り」

　過疎高齢化のため途絶えていた

『盆祭り』。今から約 10 年前、銀

上小ＰＴＡが「地元の子どもたち

や山村留学生のために祭りをしよう」と立ち上がり復活させまし

た。平成 23 年は地域づくりの一環として、公民館活動で実施され

ましたが、今年は西都市市民提案型まちづくり事業補助金を活用

し実施することになりました。この祭りは、帰省客や地区外から

の見物客と地域住民が互いの親睦を図る良い機会となり、これか

らも地域活性化に繋げるため継続していこうと思います。

歴史的・文化的看板の

　第１号立つ！！（月中寺跡）

体験活動が育む

　　　　　豊かな心！！

伊東満所（マンショ）没後

400 年記念事業への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　本年は、伊東満所（マンショ）

　　　　　　　　　　　　　　没後 400 年の年です。都於郡地域

　　　　　　　　　　　　　　づくり協議会では、郷土の歴史と

文化の継承を目標とした「教育文化部会」を中心に伊東満所（マ

ンショ）没後 400 年記念事業への参加の呼びかけと協力を地域の

皆さんにお願いしています。７月に開催された「西都夏まつり」

でも総勢 50 人によるパレードでアピールしました。10 月の飫肥

城下まつりにも参加する予定です。本年は、地域づくり協議会と

して記念事業を成功させるよう地域全員で頑張ります。

　　　　　　　　　　　　　　　《ふるさと継承事業実行委員会》

　　　　　　　　　　　　　　の事業の一つに「三財の歴史的・

　　　　　　　　　　　　　　文化的な名所に看板を立て、三財

の住民はもとより、それ以外の人たちにも、三財の歴史的・文化

的な名所を知ってもらおう」という事業があります。その第一弾

として、月中公民館に『月中寺跡』の看板をたてる工事を６月３

日（日）に実施しました。今後もこの事業を継続して、三財にあ

る他の歴史的・文化的な施設や地所を、内外に発信していきたい

と思います。

　　　　　　　　　　　　　　　子ども育成部会が取り組んでい

　　　　　　　　　　　　　　る三世代間交流活動が三年目を迎

　　　　　　　　　　　　　　えます。子ども・親・高齢者の三

世代交流の中から思いやりの心を学び、昔ながらの良さを汲み取

ることで、基本的な社会のルールを知ることにもつながることが

趣旨です。幼児は紙工作を親子で楽しみ、小学生はエイ凧や六角

凧を上級生や地域の人と制作します。また中学生は竹とんぼ、門

松の竹細工から今年はしめ縄作りに挑戦します。600 人で食べる

『うなぎ添えカレー』の昼食風景は圧巻です。

人
を
大
切
に
し
て
『
心
の

温
か
さ
を
感
じ
る
三
納
』

を
つ
く
り
ま
す
。
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　近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方
分
権
の
進
展
な

ど
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
よ
り
、
地
域
性
を
生
か
し
た
独
自
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域

で
も
高
齢
者
や
子
育
て
、
防
災
・
防
犯
、
環
境
保

全
な
ど
の
課
題
を
、
住
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自
ら
が
認
識
し
解
決
し

て
い
く
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
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が
必
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と
な
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て
い
ま
す
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の
よ
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中
、
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で
は
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と
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と

の
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働
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目
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れ
、
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で
特
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が
進
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ま
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で
も
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、
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と
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な
で
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を
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を
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生
涯
現
役
で
、

『
後
世
に
誇
れ
る
ふ
る
里
』

を
残
し
た
い
で
す
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み
ん
な
で
支
え
合
い

助
け
合
う
都
於
郡

に
し
ま
し
ょ
う
。

『
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
三
財
』

を
合
言
葉
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

みんなで楽しく地域づくり
輝け　三納は大きな家族

老いも若きも
みんなで参加の絆づくり

三財総幸福のまちづくり

みんなが笑顔　いきいき穂北

この都於郡に住んでよかった
と誇れる地域づくり
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した。帰省中の子どもたちも一緒に、三納の自然を満喫しました。

みんなで参加の活動

　　　　　　　「山ん盆祭り」

　過疎高齢化のため途絶えていた

『盆祭り』。今から約 10 年前、銀

上小ＰＴＡが「地元の子どもたち

や山村留学生のために祭りをしよう」と立ち上がり復活させまし

た。平成 23 年は地域づくりの一環として、公民館活動で実施され

ましたが、今年は西都市市民提案型まちづくり事業補助金を活用

し実施することになりました。この祭りは、帰省客や地区外から

の見物客と地域住民が互いの親睦を図る良い機会となり、これか

らも地域活性化に繋げるため継続していこうと思います。

歴史的・文化的看板の

　第１号立つ！！（月中寺跡）

体験活動が育む

　　　　　豊かな心！！

伊東満所（マンショ）没後

400 年記念事業への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　本年は、伊東満所（マンショ）

　　　　　　　　　　　　　　没後 400 年の年です。都於郡地域

　　　　　　　　　　　　　　づくり協議会では、郷土の歴史と

文化の継承を目標とした「教育文化部会」を中心に伊東満所（マ

ンショ）没後 400 年記念事業への参加の呼びかけと協力を地域の

皆さんにお願いしています。７月に開催された「西都夏まつり」

でも総勢 50 人によるパレードでアピールしました。10 月の飫肥

城下まつりにも参加する予定です。本年は、地域づくり協議会と

して記念事業を成功させるよう地域全員で頑張ります。

　　　　　　　　　　　　　　　《ふるさと継承事業実行委員会》

　　　　　　　　　　　　　　の事業の一つに「三財の歴史的・

　　　　　　　　　　　　　　文化的な名所に看板を立て、三財

の住民はもとより、それ以外の人たちにも、三財の歴史的・文化

的な名所を知ってもらおう」という事業があります。その第一弾

として、月中公民館に『月中寺跡』の看板をたてる工事を６月３

日（日）に実施しました。今後もこの事業を継続して、三財にあ

る他の歴史的・文化的な施設や地所を、内外に発信していきたい

と思います。

　　　　　　　　　　　　　　　子ども育成部会が取り組んでい

　　　　　　　　　　　　　　る三世代間交流活動が三年目を迎

　　　　　　　　　　　　　　えます。子ども・親・高齢者の三

世代交流の中から思いやりの心を学び、昔ながらの良さを汲み取

ることで、基本的な社会のルールを知ることにもつながることが

趣旨です。幼児は紙工作を親子で楽しみ、小学生はエイ凧や六角

凧を上級生や地域の人と制作します。また中学生は竹とんぼ、門

松の竹細工から今年はしめ縄作りに挑戦します。600 人で食べる

『うなぎ添えカレー』の昼食風景は圧巻です。
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、
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を
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り
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す
。

　今
回
は
、
さ
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る
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の
活
性
化
を
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指
す

各
地
区
協
議
会
の
取
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み
を
紹
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し
ま
す
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み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

素
晴
ら
し
い
穂
北
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

生
涯
現
役
で
、

『
後
世
に
誇
れ
る
ふ
る
里
』

を
残
し
た
い
で
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
い

助
け
合
う
都
於
郡

に
し
ま
し
ょ
う
。

『
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
三
財
』

を
合
言
葉
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

みんなで楽しく地域づくり
輝け　三納は大きな家族

老いも若きも
みんなで参加の絆づくり

三財総幸福のまちづくり

みんなが笑顔　いきいき穂北

この都於郡に住んでよかった
と誇れる地域づくり
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本
年
産
早
期
米

　
　
　
　
全
国
に
向
け
出
荷

 JA 西都　
　　　本年産早期米出発式
７月 25 日、JA 西都第一集出荷場で早期
米の出荷式が行われました。式には JA西
都など関係機関から約 100 人が出席。今
年は植え付け時期の低温や梅雨の長雨な
どの影響が心配されましたが、この日持
ち込まれた約 30 トンはすべて１等米。初
出荷を終えた喜びと、試食で振る舞われ
た新米のおにぎりの美味しさで関係者に
は笑顔があふれていました。

本
格
的
自
転
車
レ
ー
ス　

　
　
　
　
　
　
　
知
事
へ
Ｐ
Ｒ

 「西都原エンデューロ４時間耐久」PR

８月２日、市長らが河野知事を表敬訪問
しました。現在『自転車によるまちづくり』
を推進している本市で来年１月に開催さ
れる本格的な自転車レース、「西都原エン
デューロ４時間耐久」のＰＲとレース当
日、知事のパレード走行への参加依頼な
どが主な目的。レースは西都原古墳群の
公道を利用して行われるもので、国内の
有名選手も参加する予定です。

  

関
西
方
面
か
ら
の
観
光
客

　
　
　
　
　
　
　
　
西
都
原
を
訪
問

古事記編さん 1300 年記念
　　　　　　　　　　お舟出ツアー
７月 15 日、西都原に「お舟出ツアー」の
ツアー客が訪れました。フェリーで大阪
南港を出港し、日向の細島港に入港した
ツアー客はバスで本市や高千穂町など神
話ゆかりの地を訪問。このうち、西都原
には約 420 人が訪れ、このはな館前で市
や観光協会などが出迎えました。古墳太
鼓の披露などが行われた歓迎式後、ツアー
客は西都原の古墳群を見学しました。

若
い
視
点
で

　
　
　
西
都
市
を
考
え
る

 西都市子ども市議会

７月 30 日、本市の中学生による子ども市
議会が開催されました。次世代を担う若
者に議会を体験してもらうために開かれ
たもので、本市では 20 年ぶりの開催とな
りました。議会には 12 人の中学生が議員
として出席。本市の雇用創出に対する取
り組みや、通学路の安全対策などについ
て、若い世代ならではの鋭い質問を投げ
かけていました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

まちの話題.indd   1 12/08/23   14:53



11　September 2012  広報さいと

さいと夏コン
７月 15日、市街地で西都青年会議所主催の「さいと夏コ
ン」が行われました。これは、市街地振興や独身男女の
出会いの場創出を目的に行われたもので、当日は県外か
らの参加者も含め、男女計 140 人が参加。浴衣や甚兵衛
などを着用し、目印となるリストバンドを付けた参加者
は飲食店５店舗を自由に移動し、それぞれ交流を深めま
した。

認知症サポーター養成講座
  ７月 19 日、三納小で「認知症サポーター養成講座」が行
われました。これは認知症への理解を深め、そのサポー
ターを育成しようと行われたもので、当日は６年生の児
童や先生など 27 人が受講。講座では説明DVDの上映や
キャラバンメイトによる寸劇が行われ、児童たちは真剣
に受講していました。また、講座後は「認知症サポーター」
の証であるオレンジリングが児童たちに渡されました。

このはな館納涼祭
 ８月４日、西都原ガイダンスセンターこのはな館で『納
涼祭』がありました。天候の関係で館内で行われたこの
日は、約 500 人の来場者がありました。祭りでは、『ラム
ネ早飲み大会』や 450 グラムのさいとバーガーを早く、
きれいに食べる『さいとバーガーファイトグランプリ』
などの催しがありました。また保育園児らによる太鼓演
奏や『ヒップホップダンス』が会場を盛り上げていました。

さいとマルシェ in あいそめパティオ
 ８月 11 日、あいそめ広場で第２回さいとマルシェ in あ
いそめパティオが開催されました。県内の農産物や加工
品を販売するイベントで、今回は９店舗が出店。立ち寄っ
た人は、果物や加工品を興味深そうに吟味していまし
た。また目玉の手作りピザも、完売するほどの人気でし
た。同日にサマーフェスも開催され、浴衣のファッショ
ンショーなどであいそめ広場は一日中にぎわいました。

地域特産品の創出ワークショップ
８月９日、本市の特産品を創出するための講演会とワー
クショップが行われました。講演会には24人が参加。フー
デリーの経営企画部長宮田理恵さんを講師に迎え、大企
業にない魅力のある商品開発や、効果的な PRの方法につ
いて真剣に学んでいました。講演会のあとは、参加者が
持ち寄った商品の試作品を全員で試食。和気あいあいと
した雰囲気で感想や改善点を話し合っていました。

ち の話題ま
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人人今月の今月の

多
く
の
声
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

作
ら
れ
た
本
。
平
成
22
年
10
月
に

編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
本
格

的
な
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

「
本
の
作
成
は
、
龍
房
山
を
中
心

と
し
た
銀
鏡
や
そ
の
周
辺
地
域
の

歴
史
・
生
活
・
習
俗
・
信
仰
形

態
・
神
楽
を
後
世
に
残
す
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
す
」
と
話
す
武
昭

さ
ん
。「
徹
夜
し
て
の
原
稿
書
き

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
は
あ
り
ま

し
た
が
、
本
の
作
成
に
携
わ
っ
た

こ
と
で
銀
鏡
の
歴
史
な
ど
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
こ
の

２
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

銀
鏡
神
社
の
権ご
ん
ね
ぎ

禰
宜
と
し
て
の

顔
も
持
ち
、
今
月
83
歳
を
迎
え
る

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
武
昭
さ
ん
。
最
後

に
「
こ
の
本
の
完
成
は
、
編
集
員

会
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
方
々
、
そ
し
て
原
稿
整
理
や

写
真
撮
影
、
編
集
作
業
に
多
大
な

ご
尽
力
を
頂
い
た
神
奈
川
県
在
住

の
民
俗
学
写
真
家
・
須
藤
功
先
生

な
ど
多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ

て
の
も
の
で
す
」
と
本
作
成
に
関

わ
っ
た
全
て
の
方
に
対
す
る
感
謝

の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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去
る
７
月
21
日
、
22
日
、

伊
東
マ
ン
シ
ョ
と
同
じ
天
正
遣
欧

少
年
使
節
団
の
一
人
、
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
の
生
誕
地
、
長
崎
県
西
海

市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
西
海
市

と
は
昨
年
相
互
交
流
都
市
提
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

西
海
市
横
瀬
浦
開
港
４
５
０
周
年

記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
に
都
於
郡
小

６
年
生
が
招
待
を
受
け
た
の
で
す
。

　
５
月
よ
り
宮
崎
大
学
の
竹
井
教

授
ご
指
導
の
も
と
全
て
ラ
テ
ン
語

の
古
楽
の
合
唱
を
練
習
し
て
き
ま

し
た
。
西
海
市
の
西
海
北
小
５
、

６
年
生
も
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
、
聖
歌
合
唱
の
披
露
で
す
。

　

本
番
前
日
は
午
後
か
ら
本
会
場

で
リ
ハ
ー
サ
ル
。
初
対
面
の
西
海

北
小
の
子
供
達
と
は
お
互
い
、
少

し
固
い
表
情
で
の
初
合
同
練
習
で

し
た
。
子
供
達
は
青
年
の
家
で
蒸

し
暑
い
夜
を
過
ご
し
、
私
達
母
親

団
は
、
港
近
く
の
旅
館
で
新
鮮
な

海
の
幸
を
頂
き
、
数
分
た
り
と
も

止
ま
ら
な
い
お
し
ゃ
べ
り
と
笑
い

の
中
、
翌
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
も
良
く
気
温
も

高
い
。
早
朝
よ
り
西
海
北
小
体
育

館
で
合
同
練
習
で
し
た
。
私
達
が

冷
え
た
西
都
産
マ
ン
ゴ
ー
を
子
供

達
に
食
べ
さ
せ
る
と
皆
、
嬉
々
と

し
て
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
本
番
は
、
お
揃
い
の
服
に

身
を
包
み
、
総
勢
83
名
で
の
古
楽

合
唱
で
す
。
少
し
緊
張
気
味
の
子

供
た
ち
で
し
た
が
、
歌
い
終
わ
り
、

退
場
す
る
時
は
ほ
っ
と
し
た
よ
う

な
達
成
感
を
感
じ
さ
せ
る
笑
み
で
、

会
場
の
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
両
校
の
子
供
達
は
う

ち
と
け
合
い
、
今
年
11
月
の
伊
東

マ
ン
シ
ョ
没
後
４
０
０
年
記
念
事

業
で
西
都
市
で
の
再
会
を
約
束
し
、

西
海
市
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
広
場

濵
はますな

砂　武
たけ

昭
あき

 さん
銀鏡の歴史・習俗などを後世に残そうと
みんなで作った本。だから値打ちがあるのです。

　

古
来
、
奥
日
向
と
称
さ
れ
て
き

た
九
州
山
地
の
銀
鏡
地
区
。
こ
の

た
び
、
こ
の
地
区
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
『
銀
鏡
神
楽
』
を
は
じ
め

と
す
る
伝
統
文
化
や
銀
鏡
地
区
周

辺
の
生
活
習
慣
な
ど
を
つ
づ
っ
た

本
、『
銀
鏡
神
楽‒

日
向
山
地
の

生
活
誌‒

』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
よ
う
や
く
完
成
し
て
と
に
か

く
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
本
作
り

を
進
め
て
き
た
『
日
向
國　

銀
鏡

神
楽
と
歴
史
』
編
集
委
員
会
。
そ

の
会
長
を
務
め
る
濵
砂
武
昭
さ
ん

は
、
本
の
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
感

想
を
そ
う
話
し
ま
す
。

　
『
銀
鏡
地
区
の
長
老
た
ち
が
元

気
な
う
ち
に
、
銀
鏡
の
歴
史
を
書

き
残
し
て
お
か
な
い
と
ほ
ど
な
く

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
』
と
い
う

昭和４年９月 16日生
　東米良：上揚地区

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

今月のリポーター
　　黒貫：宇田津真理子さん
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都古墳まつりや都於郡城址まつりで郷愁あふれる演奏
を披露している西都オカリナキッズ。そのメンバーと

して活動している楠本さんは、最年長として後輩の指導に
もあたっています。現在は９月８日のオカリナ太鼓コンサー
トを控え、練習の真っ最中です。
　楠本さんがオカリナをはじめたのは小学校４年生のとき。
「回覧板でメンバー募集の記事を見て、楽しそうだったから」
と、加入したきっかけを話してくれました。９年間も続け
られているのは、「練習やコンサートのときに、みんなで集
まってわいわいするのが楽しいから」。演奏技術の向上だけ
でなく、友人や地域とのつながりも大切にしています。
　高校では演劇部に所属。「演劇部の友達の演技を文化祭で
見て興味を持った」のがきっかけだそうです。こちらも文
化祭や 10月の大会を控えて練習に励んでいます。
　「オカリナは楽しいので、ぜひみんなに体験してほしい」
と話す楠本さん。これからもいろいろなことに取り組みな
がら、人とのつながりの輪を広げていきます。　

西

　ぼくは、今、三つのことをがんばっています。
　一つめは陸上です。ぼくは、もっと足が速
くなるように、陸上教室のない日に父や姉と
一緒に競技場で走っています。走ることはと
ても楽しいです。
　二つめは水泳です。水泳は、僕が一番得意
で、一番好きなスポーツです。先日行われた
西都市水泳大会では、クロール 25mの部で１
位になり大会新記録でした。これも、水泳大
会に向けていっしょうけんめい練習したから
だと思います。中学、高校でも水泳を続けて、
いつか、オリンピックに出て金メダルを取り
たいです。
　三つめは、２学期に予定されている運動会
です。今年、ぼくは団長を務めます。ぼくは、
みんなが全力を出し合い、全力でぶつかり合
う運動会が理想です。運動会を盛り上げて、
勝敗に関係なく、みんなが団結して汗を流す
姿を見たいです。

 題名
　『今、がんばっている
　こと』

三納小学校６年　

黒
くろき
木　悠

ゆうと
杜くん  

 すぎお　しょうたくん
愛育幼稚園・６歳

作品
 「手縫いぞうきん」

 
　

山
やまもと
本　麻

ま お
央ちゃん

（平成22年７月６日生）
　 　すくすく元気に育ってくれて
　　　ありがとう。わが家の宝物です。
(右松：耕士さん・かおりさんの長女 )

妻高校３年　　

　楠
くすもと
本　剣

はやみ
美さん　　

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子
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■
時
間
＝
10
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

絵
手
紙
展
～
彩
美
会
～

■
期
間
＝
9
月
2
日
（
日
曜
）
ま

　

で
税
田
啓
一
郎
絵
画
個
展

■
期
間
＝
９
月
４
日
（
火
曜
）
〜

　

９
日(

日
曜)

五
人
展
︵
書
・
銅
板
レ
リ
ー
フ
・

陶
芸
・
仏
画
・
能
面
︶

■
期
間
＝
９
月
11
日
（
火
曜
）
〜

　

16
日
（
日
曜
）

ミ
ニ
チ
ュ
ア
水
車
小
屋

　
　
＆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

■
期
間
＝
９
月
18
日
（
火
曜
）
〜

　

23
日
（
日
曜
）

２
０
１
２
第
28
回
現
代
書
研
究

　
　
　
　
　
　

 「
書
槐
社
」
陶
展

■
期
間
＝
９
月
25
日
（
火
曜
）
〜

　

10
月
７
日
（
日
曜
）

ぞ
ろ
目
ラ
イ
ブ

「
本
町
ち
ん
ど
ん
隊
」
初
ラ
イ
ブ

■
日
時
＝
9
月
9
日
（
日
曜
）

　

18
時
開
場
、
18
時
30
分
開
演

■
入
場
料
＝
５
０
０
円

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-
０
０
２
７

　

下
水
流
地
区
に
伝
わ
る
臼
太
鼓

踊
り
で
国
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
。
五
穀
豊
穣
や
火
難
、
水
難
除

け
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
16
日(

日
曜)

　
７
時
30
分
〜

■
場
所
＝
南
方
神
社
、
下
水
流
公

　

民
館
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

平
郡
地
区
に
伝
わ
る
十
五
夜
踊

で
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

江
戸
時
代
、
霧
島
神
宮
に
参
拝
し

た
村
人
が
踊
り
の
素
晴
ら
し
さ
に

ひ
か
れ
、
踊
り
手
を
招
い
て
、
こ

の
地
区
に
広
め
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
30
日(

日
曜)

　

19
時
〜

■
会
場
＝
三
納
平
郡
公
民
館
、
Ｊ

　

Ａ
宮
の
下
集
荷
場

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
、
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
意
味
を
込
め
て
戦
没
者
追

悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
６
日(

土
曜)

　

９
時
開
場
、
10
時
開
式

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-
43-

０
３
７
６

■ 

日
時
＝
９
月
15
日
（
土
曜
）

　

10
時
〜
20
時

■
会
場
＝
三
財
岩
崎

■
内
容
＝
親
子
木
工
教
室
、
流
し

　

そ
う
め
ん
の
振
る
舞
い
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

西
都
原
考
古
博
物
館
で
は
、
館

内
の
案
内
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容
＝
博
物
館
内
の
案

　

内
、
展
示
室
で
の
解
説
、
古
墳

　

群
の
案
内
・
解
説
な
ど

■
募
集
対
象
＝
県
内
在
住
で
西
都

　

原
に
通
え
、
考
古
学
が
好
き
な

　

方
。
性
別
・
学
歴
は
不
問
。

■
申
し
込
み
方
法
＝
来
館
ま
た
は

　

電
話
・
メ
ー
ル
に
て
問
い
合
わ

　

せ
後
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 広報さいと September 2012　14

 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp
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ま
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催
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■
そ
の
他
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

　
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

県
立
西
都
原
考
古
博
物
館

　

運
営
支
援
事
務
局　

特
定
非
営

　

利
活
動
法
人　

ｉ
さ
い
と

　

℡
０
９
８
３-
43-
５
１
１
６

　

メ
ー
ル
：offi

ce@
isaito.net

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

で
は
、
平
成
24
年

度
の
秋
募
集
と
し
て
、「
青
年
海

外
協
力
隊
」
お
よ
び
「
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間
＝
10
月
１
日(

月
曜)

　

〜
11
月
５
日(

月
曜
）

■
応
募
資
格
＝
青
年
海
外
協
力
隊

　

は
満
20
歳
〜
満
39
歳
、
シ
ニ
ア

　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
満
40
歳

　

〜
満
69
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ

　

方
■
募
集
分
野
＝
農
林
水
産
、
土
木

　

建
築
、
加
工
、
教
育
文
化
な
ど

■
派
遣
国
＝
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、

　

中
南
米
な
ど
計
約
80
カ
国

■
派
遣
期
間
＝
１
年
間
ま
た
は
２

　

年
間

体
験
談
＆
説
明
会

　

今
回
の
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
７
日(

日
曜
）

　

14
時
〜

■
会
場
＝
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階

■
そ
の
他
＝
入
場
無
料
。
事
前
予

　

約
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

　

ク
宮
崎

　

℡
０
９
８
５-

32-

８
４
５
７

　

http://w
w

w
.jica.go.jp/

　
「
第
２
回
ポ
ッ
プ
な
ヲ
タ
に
よ

る
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
講
座
」
と

題
し
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
始
め
て
い
な
い
方
も

含
め
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
23
日
（
日
曜
）

　

17
時
〜

■
内
容
＝
入
門
講
座
や
利
用
者
に

　

よ
る
講
話
な
ど

■
参
加
費
＝
無
料

■
会
場
＝
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ

　

西
都

■
申
し
込
み
期
間
＝
９
月
14
日

　
（
金
曜
）
ま
で

　

※
平
日
の
10
時
〜
18
時
の
間

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ド
リ
ー

　

ム
ス
カ
イ

　

℡
０
９
８
３-

35-

３
３
１
０

　
７
月
２
日
よ
り
発
行
し
ま
し
た

「
西
都
市
口
蹄
疫
復
興
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
の
使
用
期
限
は
、
９

月
30
日
（
日
曜
）
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
ま

す
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
商
工
会
議
所　

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
１
１
１

　

西
都
市
み
ど
り
推
進
会
議
で

は
、
緑
化
事
業
や
み
ど
り
の
少
年

団
・
森
林
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
な
ど
、
森
林
・
緑
を
守

り
育
て
、
緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
毎
年
「
緑

の
募
金
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
区
長
や
地
区
の
役
員

を
通
じ
て
、
９
月
１
日
か
ら
10
月

31
日
の
間
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
前
の
申
請
に

よ
り
、
公
共
施
設
な
ど
の
緑
化
の

た
め
の
苗
木
の
交
付
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
公
民
館
な
ど
地

域
緑
化
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

　

ご
み
の
屋
外
焼
却
は
、
平
成
13

年
４
月
１
日
よ
り
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
よ
り
、
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
屋
外
焼
却

行
為
が
多
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
日
中
は
人
目
を
避
け
夜

15　September 2012 広報さいと

ンフォメーションイ

「
西
都
市
口
蹄
疫
復
興
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
使
用
期

限
に
つ
い
て

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
講
座

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

ご
み
の
屋
外
焼
却
は

　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
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間
に
焼
却
を
行
う
悪
質
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
派

出
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
法
律
で
は
、
ご
み

を
屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
違
法

行
為
で
あ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
万
円
以
下
の
罰

金
」
と
い
う
罰
則
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

　

宮
崎
県
は
、
郷
土
の
美
し
い
自

然
や
街
並
み
を
守
る
た
め
、「
宮

崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
屋
外
広
告
物
」
と
は
、
貼
り

　

紙
や
店
舗
の
看
板
、
道
路
沿
い

　

の
広
告
板
な
ど
、
建
物
の
外
に

　

表
示
・
設
置
さ
れ
て
い
る
広
告

　

物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
店
舗
の
看
板
な
ど
屋
外
広
告
物

　

を
出
す
と
き
は
、
原
則
と
し
て

　

許
可
が
必
要
で
す
。

●
美
し
い
風
景
を
守
る
た
め
に
、

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
や
設
置
が

　

で
き
な
い
場
所
（
地
域
）
が
あ

　

り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
土
木
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
２
２
１

　
仕
事
の
都
合
な
ど
に
よ
り
法
務

局
の
常
設
相
談
所
を
利
用
で
き
な

い
方
の
た
め
、
休
日
に
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
23
日
（
日
曜
）

　

10
時
〜
16
時

※
最
終
受
付
は
15
時
30
分
ま
で

■
開
設
場
所
＝
宮
崎
会
場

　
「
宮
交
シ
テ
ィ
紫
陽
花
ホ
ー
ル
」

※
そ
の
他
、
都
城
・
延
岡
・
日
南

　

に
も
会
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
登
記
、
戸
籍
・
国

　

籍
、
供
託
、
公
正
証
書
な
ど

■
相
談
員
＝
宮
崎
地
方
法
務
局

　

員
、
司
法
書
士
、
公
証
人
な
ど

■
そ
の
他
＝
予
約
不
要
。
相
談
料

　

無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
９
８
５-

22-

５
１
２
５

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
新
規
交
付

■
日
時
＝
10
月
１
日(

月
曜)

　

９
時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
17
年
９
月
２
日

　

〜
10
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
12
年
10
月

　

１
日
〜
10
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛

生
対
策
の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生

管
理
基
準
を
守
っ
て
日
本
一
安

全
・
安
心
な
畜
産
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

 広報さいと September 2012　16

 ＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
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く 

ら 

し 

●
●

ご
存
知
で
す
か

 「
宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
」

全
国
一
斉

　
　
「
法
務
局
休
日
相
談
所
」

インフォメーション.indd   3 12/08/23   14:58



【
飼
養
衛
生
管
理
基
準
】

○
定
期
的
な
畜
舎
・
器
具
の
消
毒
・

　

清
掃
の
実
施

○
畜
舎
に
出
入
り
す
る
際
の
手
指

　

な
ど
の
消
毒

○
外
部
か
ら
の
人
・
車
両
の
進
入

　

の
制
限

○
外
部
か
ら
の
導
入
家
畜
の
隔
離

　

伝
染
病
か
ら
家
畜
の
生
命
を
守

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
９
月
11
日(

火
曜)

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
＝
個
別
相
談
は
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
９
月
13
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
２
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
９
月
18
日
（
火
曜
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
９
月
18
日(

火
曜)

　

10
時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

高
鍋
年
金
事
務
所
年
金
移
動
相
談

■
日
時
＝
９
月
20
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

　
(

受
付
開
始
は
８
時
30
分
）

■
場
所
＝
市
役
所
市
民
課
年
金
係

■
受
付
内
容
＝
厚
生
年
金
の
請
求

　

手
続
き
、
厚
生
年
金
・
国
民
年

　

金
の
記
録
確
認
、
ね
ん
き
ん
定

　

期
便
や
そ
の
他
年
金
に
関
す
る

　

質
問
な
ど

※
相
談
日
の
１
カ
月
前
か
ら
予
約

　

受
付
可
能
（
当
日
受
付
も
で
き

　

ま
す
が
予
約
の
方
が
優
先
）。

■
予
約
先
＝
高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
年
金
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
２
１

司
法
書
士
の
無
料
消
費
生
活
相
談

■
日
時
＝
10
月
２
日(

火
曜)

　

13
時
〜
16
時(

１
人
30
分)

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎

※
予
約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
９
月
23
日(

日
曜)

　

９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

交
通
事
故
相
談

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

今
月
の
納
期

　

10
月
１
日
は
、保
険
税
第
３
期
、

介
護
保
険
料
第
３
期
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
３
期
の
納
付
期

限
で
す
。

　

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
期
内
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

１
０
６
１

17　September 2012 広報さいと

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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 広報さいと September 2012　18

 人の動き ( 平成24年８月１日現在 )
■人　口　32,027   (-29)　■男　　15,077   (-27)
■世帯数　12,230   (-18)   ■女　　16,950   (-  2)
■転入    56   ■転出    74   ■出生   21 ■死亡    32
■高齢化率 (65歳以上 )　29.74％

COOKING
 

ナスの簡単ピザ

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 ( ４人分 ) ／
ナス１本、餃子の皮８枚、ハム２枚、ウインナー
２本、とろけるチーズ２枚、ケチャップ大さじ１、
スライス玉ねぎ 60g
●作り方／
①ナスは薄くスライスする。
②ウインナーもスライスし、ハムは適当な大きさ
　に切る。
③餃子の皮にケチャップを塗り、ナス、ハム、玉
　ねぎスライス、チーズをのせ、オーブントース
　ターでこんがり焼く。

 ７月号プレゼント「ブルーベリージャム」の
　　   当選者です。おめでとうございます。　　　　　　 

市川　慶彦さま（   三納   ）
新城　哲子さま  （ 鹿野田 ）
川越　和美さま（ 国富町 ）

 PRESENT（株）宮崎農産の
　　　　　　　「漬物セット」

 　（株）宮崎農産の「漬物
セット」（1000 円相当）を
３人の方にプレゼント。
　「干し大根のみそ沢庵」な
ど４種類の漬物がセットに
なっています。ぜひご賞味
ください。
 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は9月30日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西都市
総務課「地場産品もらっちゃおう9月号」係。または、Ｅ
メールkoho@saito-city.jpまで。

IN
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うめもん豆 知識

ナス
●長形や卵形、丸形など多様な形
　状があり、地方特有の品種も多
　く、近場では佐土原ナスが有名。
●ガン予防の効果があると言われ
　るポリフェノールを含む。
●ミネラル成分や食物繊維をバラ
　ンス良く含んでいるので、生体
　調節機能が優れていると言われ
　る。

BOOKS

地元西都原をもとに
したＳＦファンタ
ジー。
1人の少年が古代宮
崎へタイムスリッ
プ。どんなことが
まっているのか…
これまでの西都原の
イメージが変わるか
も。どうぞ読んでみ
てください。

毎日の食事で脳が
育っていることをご
存じでしょうか。
栄養価が高く、手軽
に作れるレシピと
なっています。
子どもの成長の中で
大切な食事。加工食
品が多くなっている
今、愛情料理を作っ
てみませんか。

 『西都原古墳漂流記』　　　　　　　　
　　　
　　加藤　悦男　著　　　鉱脈社

 『頭のいい子に育つ育脳レシピ』　　　
健全な脳を作るための“育脳”クッキング

　小山浩子　著　　　日東書院本社

 ●オススメの本

市長のページ.indd   1 12/08/23   16:14
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７
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
西
都
夏
ま
つ

り
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
７
月
は
九
州
中
北
部
を
記
録
的

な
豪
雨
が
襲
い
、
大
変
な
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

大
き
な
災
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
雨
続
き
の
毎
日
で
あ
り
ま
し

た
が
、
祭
り
の
時
間
帯
に
な
る
と

天
の
助
け
と
も
言
う
べ
き
か
、
不

思
議
と
雨
も
や
み
、
ま
つ
り
は
例

年
に
な
い
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
恒
例
の
互
親
組
に
よ

る
太
鼓
台
や
各
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
数
年

ぶ
り
に
復
活
し
た
市
民
総
踊
り
で

は
参
加
者
に
感
動
と
感
激
、
心
の

潤
い
、
そ
し
て
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
、
若
い
男
女
が
行

き
交
い
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
、
ど

こ
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
若
者

が
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に

思
う
ほ
ど
で
す
。
少
子
高
齢
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
時
代
に
、
多
く
の

若
者
で
溢
れ
る
市
街
地
の
光
景
を

見
て
市
長
と
し
て
嬉
し
く
思
う
と

と
も
に
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
光

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願

う
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
支
え
て
い
た
だ
い
た
実
行

委
員
会
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
が
、

毎
日
ま
つ
り
終
了
後
に
後
片
付
け

や
ゴ
ミ
拾
い
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
街
中
を
常

に
き
れ
い
な
状
態
で
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
の
夏
ま
つ
り
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

編
集
後
記

　

６
月
に
誕
生
し
た
、
観
光
協
会

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ニ

ニ
ギ
く
ん
と
コ
ノ
ハ
ナ
ち
ゃ
ん
。

さ
っ
そ
く
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
な
ん
と
１
３
０
０
歳
！

西
都
原
の
御
陵
墓
参
考
地
で
、

１
３
０
０
年
眠
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ニ
ニ
ギ
く
ん
が
コ
ノ
ハ
ナ

ち
ゃ
ん
に
一
目
惚
れ
し
、
大
恋
愛

の
末
結
婚
。
今
で
は
３
つ
子
の
子

持
ち
と
い
う
、
何
と
も
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
２
人
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
い
と
ア
ピ
ー
ル

隊
の
一
員
と
し
て
、
出
会
う
方
に

元
気
を
お
届
け
し
ま
す
。　
（
あ
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

西
都
夏
ま
つ
り
の
魅
力

市民総踊りに市役所チームとして
参加

7 月 21 日、市民総踊りでの市長
あいさつ

市長のページ.indd   2 12/08/23   16:14



滝一郎の
ちょっとちょっと

第５回
カタバミ

は
、
37
年
間
の
教
員
生
活
を

新
田
小
学
校
で
終
え
た
。
そ

こ
で
私
が
受
け
持
っ
た
生
徒
の
中

に
「
押
し
葉
」
作
り
の
名
手
で
、

夏
休
み
の
作
品
展
な
ど
で
特
別
賞

を
度
々
受
賞
し
て
き
た
２
人
の
女

の
子
が
い
た
。
押
し
葉
と
は
「
標

本
や
し
お
り
と
す
る
た
め
、
草
木

の
葉
、
花
、
実
な
ど
を
紙
な
ど
の

間
に
挟
み
こ
ん
で
押
え
つ
け
乾
か

し
た
も
の
で
、
お
し
ば
な
」
と
も

い
う
。

　夏
休
み
の
最
初
の
日
、
学
校
裏

に
あ
る
大
師
山
に
行
っ
た
。
暑
い

太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
懸
命
に
採
集

し
て
い
た
２
人
が
「
先
生
、
何
か

虫
み
た
い
な
も
の
が
一
杯
つ
き
ま

し
た
」
と
悲
鳴
を
上
げ
た
。
行
っ

て
み
る
と
、
ピ
チ
ピ
チ
と
軽
い
音

が
し
て
、
蚤
の
よ
う
な
小
さ
な
も

の
が
盛
ん
に
飛
ん
で
い
る
。
そ
れ

が
裸
足
に
当
た
っ
て
痛
い
。
こ
の

得
体
の
知
れ
な
い
小
動
物
の
正
体

は
一
体
何
者
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
吸
血
動
物
の
ダ
ニ
で
は
な
い

か
。
そ
う
思
っ
て
恐
る
恐
る
指
先

で
摘
ん
で
み
た
が
全
然
動
か
な

い
。
ル
ー
ペ
で
見
る
と
、
丸
く
て

足
も
な
く
、
胡
麻
粒
み
た
い
に
ス

ベ
ス
ベ
し
て
い
る
。
な
ん
の
こ
と

は
な
い
。
こ
れ
は
ダ
ニ
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
カ
タ
バ
ミ
の
種
子
で

あ
っ
た
。

　こ
の
カ
タ
バ
ミ
を
見
て
い
く
う

ち
に
、
全
国
の
校
庭
に
生
え
て
い

る
自
生
植
物
を
調
べ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。
そ
の
手
始
め
に
九
州
管

内
に
あ
る
有
名
校
の
う
ち
か
ら
百

校
を
選
び
、
押
し
葉
を
作
り
、
校

庭
の
植
物
目
録
を
作
る
こ
と
に
し

た
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
押
し
葉

作
り
」
は
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
で
三
百
種
を
こ
え
る
植

物
が
庭
や
道
端
に
生
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。こ
の
中
か
ら「
ど

こ
に
で
も
あ
る
道
草
十
種
」
を
選

ん
だ
。
①
カ
タ
バ
ミ

　②
ヨ
モ
ギ

③
メ
ヒ
シ
バ

　④
ス
ス
キ

　⑤
オ

ニ
タ
ビ
ラ
コ

　⑥
オ
オ
バ
コ

　⑦

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
⑧
チ
ド
メ
グ

サ

　⑨
イ
ヌ
タ
デ

　⑩
ス
ギ
ナ

　広
報
さ
い
と
に
連
載
し
て
い
る

「
ち
ょ
っ
と
み
ち
く
さ
」
は
、
こ

の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
範
囲
を
広
げ
て
日
本
全
国
は

も
と
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル(

カ
ト
マ

ン
ズ)

、
中
国(

重
慶)

、
ハ
ワ
イ
、

ア
メ
リ
カ(

シ
カ
ゴ)

な
ど
世
界

の
主
な
地
域
も
調
べ
た
。
そ
し
て

こ
こ
に
挙
げ
た
道
草
十
種
は
、
世

界
中
に
分
布
し
て
い
る
広
汎
種

(

至
る
所
に
生
え
て
い
る
植
物)

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　（文
・
写
真
／
滝

　一
郎
）
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